
多様性を尊重し合う共生社会に向けて

令和５年度第１回検討委員会（渋谷委員長）

「なぜ多様性が重要なのか？」

・社会はマジョリティの人が暮らしやすいようにできていて、

マイノリティは社会的弱者になりやすい

⇒誰もが暮らしやすい社会

一人ひとりが力を発揮できる、豊かな社会

社会や環境に対する対応力のより強い社会

「なぜ多様性を認められないのか？」

（課題）

・無知（知らない）

・先入観・ステレオタイプ（決めつけ）

・偏見

・自文化中心主義（自分の文化が大切）

・不安・恐怖

「違いを受け入れるのは意外と難しい」

・誰でも先入観や偏見は持っている

・誰でも自分の考え方や価値観は大切

・不安や恐怖は自然な感情

⇒悪気はない場合や本人が気づいていない場合も多い

だからこそ、難しい

「多様性を認める社会の実現に必要なこと」

・社会の考え方・意識を変えていく

⇒啓発活動、教育活動

・社会制度づくり

⇒法律、条例、政策など

”どちらかだけでは不十分、これらの相乗効果を生み出すことが重要”
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